
（単位:千円）

　共同助成事業 (国内）

（P.N.ファンド） 　調査研究助成 ６件 5,600

　活動助成 １０件 7,800 (件数・金額　未定）

　長期事業助成 ３件 5,800

(海外）

　研究・活動助成 ４件 4,800

小　　計 ２３件 24,000 25,000

　自主助成事業 (国内）

　調査研究助成 ５件 5,400

　活動助成 ６件 7,010

　大型特別事業助成 0 ３件 20,000

(海外）

　研究・活動助成 ３件 6,350 (件数・金額　未定）

小　　計 １４件 18,760 45,000

合　　計 ３７件 42,760 70,000

1.　事業別助成金総括表

平成１７年度助成金（計画）平成１６年度助成金（実績）

(件数・金額　未定）
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No. テーマ 助成先 代表者 内定額

国内研究助成 (千円)

1 絶滅危惧種ツシマヤマネコの生息地としての森林環境の評価 ツシマヤマネコ研究グループ 伊澤　雅子　（琉球大学　助教授） 1,000

2
西表島浦内川河口域の生物多様性と伝統的自然資源利用の総合調
査

西表島浦内川流域研究会
松本　千枝子　（西表島自然史研究会
事務局長）

1,000

3 西表島渓流辺植物群落の成立要因の解明と保全に関する調査研究 西表島渓流植生調査団
星野　義延　（東京農工大学大学院
助教授）

700

4
稀少鳥類ナミエヤマガラの基礎生態研究：少ない生息数が引き起こ
す独特な生活史形質

ナミエヤマガラ調査隊 上田　恵介　（立教大学　教授） 900

5 屋久島におけるウミガメの個体数把握調査 ＮＰＯ法人屋久島うみがめ館 大牟田　一美 1,000

6 奄美諸島固有種オットンガエルの保全生態学的研究 奄美両生類研究会
岩井　紀子　（東京大学大学院農学生
命科学研究科　院生）

1,000

国内研究助成　　６件　 　　小計 5,600

国内活動助成

1
市民調査による九折瀬洞に生息する生物の現況と川辺川ダム計画
の影響調査活動

（ツヅラセ）

九折瀬洞窟調査グループ
中田　裕一　（自然観察指導員熊本県
連絡会　事務局長）

900

2
県指定天然記念物「坂戸神社の森」に関する周辺住民の啓蒙のため
のパンフレット作成

「坂戸神社の森」パンフレット刊
行会

平田　和弘　（千葉県生物学会　会員） 900

3
『こんなにすばらしかった、軽井沢の草原-みんなで作るレッドデータ
ブック-』（仮題）の出版と普及

軽井沢サクラソウ会議 今城　治子 500

4 近畿地方におけるタンポポ属の在来種・外来種・雑種の分布調査
タンポポ調査・近畿2005実行
委員会

布谷　知夫　（滋賀県立琵琶湖博物館
研究部長）

800

5 泡瀬干潟における自然環境マップの作成 泡瀬干潟を守る連絡会
前川　盛治　（泡瀬干潟を守る連絡会
事務局長）

800

6 国内IBA（重要鳥類生息地）パンフレット作成 （財）日本野鳥の会 古南　幸弘　（日本野鳥の会　室長） 800

7
2004国際湿地シンポジウムin敦賀ラムサール登録・未来への贈りも
の－その役割と展望－

日本湿地ネットワーク
辻　淳夫　（日本湿地ネットワーク　代
表）

900

No. テーマ 助成先 代表者 内定額

8
沖縄のジュゴン保護のために確保すべき生息環境についてのヒアリ
ング及び文献調査－歴史文化的側面のほりおこし、他の個体群・飼
育個体との比較から－

北限のジュゴンを見守る会
鈴木　雅子　（北限のジュゴンを見守る
会　代表）

900

9 矢倉干潟保全活動 西淀自然文化協会
山田　忍　（西淀自然文化協会　代表
幹事）

600

10 特別天然記念物オオサンショウウオ生息地生物多様性調査 真庭遺産研究会
徳永　巧　（ＮＰＯ法人　岡山環境カウ
ンセラー協会　理事）

700

国内活動助成　　　　１0件　　小計 7,800

国内長期事業助成

1 北上山地中・北部に残存する中間温帯性自然林の分布と特性
北上山地森林生態系研究グ
ループ

平吹　喜彦　（宮城教育大学　教授） 1,900

2
北方四島における生態系保全と一次産業の共生に関するモデル形
成　～北方四島生物圏の持続可能なシステムの構築～

特定非営利活動法人 北の海
の動物センター

大泰司　紀之　（酪農学園大学地域環
境システム学部　教授）

3,400

3 栗駒国定公園（山形県内区域）公園計画の立案 神室山系の自然を守る会
海藤　清志　（神室山系の自然を守る
会　会長）

500

国内長期事業助成　　３件　　小計 5,800

2.　２００４年度（第１５期）プロ・ナトゥーラ・ファンド交付先一覧
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No. テーマ 国内グループ名・海外申請者名 代表者　　〔　〕内推薦者 助成額

1
野生オランウータン生息地における住民参加の森林パトロール活動
と動態調査

Mr. Yan. S　　（インドネシア）
キャンプ・カカップ　現地責任者
〔鈴木　晃　日本・インドネシア・オラン
ウータン保護調査委員会　代表〕

1,300

2
「野生のアフリカゾウと地域住民の共存から野生動物と人間の未来を
考える」サイト立案

中村 千秋　　（ケニヤ）
アフリカゾウ国際保護基金　所属
〔小原　秀雄　女子栄養大学　名誉教
授〕

1,300

3
モウコガゼルと家畜の相互関係に関する研究－ガゼルの保護にとっ
ての過放牧の問題点－

Dr. Lkhagvasuren Badamjav
（モンゴル）

モンゴルアカデミー生物学研究所　教
授　　　　　〔高槻　成紀　東京大学総合
研究博物館　助教授〕

1,000

4
ブータンのLamperi広葉樹林の、放棄されたワサビ田における在来種
の多様性保全

Ms. Rebecca Pradhan　（ブータ
ン）

王立自然保護協会　所属
〔親泊　素子　江戸川大学社会学部環
境デザイン学科　教授〕

1,200

海外助成　　　　　　　　4件　　　　小計 4,800

合　　　計　　　　　　２３件　 24,000

海外助成
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No. テーマ 助成先 代表者 内定額

国内研究助成

1 大峰山脈のシラビソ林が受けたシカ害の現況調査 奈良自然環境研究会 菅沼　孝之（奈良自然環境研究会　会長） 400

2 泡瀬干潟自然環境調査 （財）日本自然保護協会
田畑　貞寿　（財）日本自然保護協会　理
事長）

1,500

3
沖縄県・辺野古における海草藻場のモニタリング調査および普天間
飛行場代替施設建設問題に係わる対処

（財）日本自然保護協会
田畑　貞寿　（財）日本自然保護協会　理
事長）

1,500

4
環宮崎平野照葉樹林における群落の現況把握調査と保全・再生へ
の取り組み

（財）日本自然保護協会
田畑　貞寿　（財）日本自然保護協会　理
事長）

1,000

5
三宅島の噴火被害地における生態系の保護と復元に向けた植生学
的基礎研究　（5年継続） (2年目）

三宅島自然研究グループ 上条　隆志　（筑波大学農林学系　講師） 1,000

国内研究助成　　　５件　 　　小計 5,400

国内活動助成

1
（１）石垣島白保サンゴ礁における海洋環境モニタリング調査および
報告書の作成

2
（２）沖縄島北部のマングースおよびノネコに関する検討会とシンポジ
ウムの開催

3 （３）北方4島における自然保護活動支援およびリーフレットの作成

4 公開シンポジウム「有明海を科学し再生の道をさぐる」の開催
諫早湾保全生態学研究グルー
プ

東　幹夫　（長崎大学名誉教授） 530

5 ヤンバルクイナ・リハビリセンターの設置
ＮＰＯ法人　どうぶつたちの病
院

杉谷　篤史 2,000

6 図解パンフレット「諫早湾干拓と有明海異変」作成と配布活動 有明海漁民・市民ネットワーク 松藤　文豪 480

国内活動助成　　　　６件　　小計 7010

1
サハリン島の自然保護・野生生物保護を目的とした調査研究と提言・
啓蒙活動

国際環境 NGO FoE Japan
岡崎　時春　NGO FoE Japan　代表理
事

700

2
ロシア沿海地方サマルガ川流域で開始される森林開発・住民支援の
モニタリングと発表、関係諸機関への提言活動と先住民ＮＰＯの活動
支援

国際環境 NGO FoE Japan
岡崎　時春　NGO FoE Japan　代表理
事

1,300

3
ＩＵＣＮ　世界自然保護会議におけるワークショップ、円卓会議、文化イ
ベント　他

国際自然保護連合　（IUCN)
鈴木　和信　ＩＵＣＮ　プロジェクトオフィ
サー

4,350

海外助成　　　　　3件　　　　小計 6,350

合　　　計　　　１４件 18,760

4,000

海外助成

（財）世界自然保護基金ジャパ
ン

大内　照之　（財）世界自然保護基金　会
長

2.　２００４年度（第１５期）自主事業交付先一覧
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